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１．目的 
平成 21 年 8 月、日本建築学会によりアセトアルデヒド室内濃度規準案が公表され、規準値

として厚生労働省の室内濃度指針値（48µg/m3）が採用された。その中でアセトアルデヒド

の発生源の一つとして木材が指摘されており、住宅の室内に木材を多用するとアセトアル

デヒド室内濃度が規準値を超える可能性があるため、木材の使用には注意が必要であると

されている。しかし、木材からのアセトアルデヒド放散には不明な点が多く、指針値に対

する木材の安全性を明らかにするための科学的データが不足している。そこで本課題では、

木質建材からのアルデヒド類発生メカニズム、放散特性に及ぼす様々な影響因子を解明す

るとともに、木質建材の放散速度データと室内気中濃度との関係を解明し、厚生労働省室

内濃度指針値に対する木質建材の安全性を評価する。 
 
２．全期間における研究成果の概要 
木材から放散されるアセトアルデヒドは、樹木中における自然な代謝過程で生成される成

分の一つであり、乾燥工程を経て検出限界以下の量に減少することがわかった。木材由来

だけでは説明できない多量のアセトアルデヒドが集成材から放散される事例について調べ

た結果、接着剤中に含まれるエタノールが原因物質であることがわかった。このエタノー

ルを原因とするアセトアルデヒドの発生には、木材内に存在するアルコール脱水素酵素が

関与していると考えられ、その発生量は樹種によって異なることがわかった。木質建材の

うち合板・ボード類において、製造工程の熱圧中のアセトアルデヒド放散量は温度に影響

されたが、製品からのアセトアルデヒド放散には影響を与えないことがわかった。市販の

各種木質建材からのアセトアルデヒド放散量は、温湿度の影響を受けるものの 2 週間程度

で極めて低くなることがわかった。さらに、内装用合板を製造して実大試験室内に設置し

たところ、試験室内のアセトアルデヒド気中濃度は厚生労働省の指針値を下回り、木質材

料の安全性が実証された。小形チャンバー法でのアセトアルデヒド測定値と室内濃度の関

係を明らかにし、室内濃度の予測式を開発した。 
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５．評価結果の概要 
用材、あるいは加工時・加工後、利用時のアセトアルデヒド発生量の把握、及びその経時

的な減少状況を把握できたことは、これまでに未知であったことを明らかにしたというこ

とで意義がある。また、それらのデータは業界への貢献度も大きく、木材利用への波及効

果は大きいと思われる。 
今後成果をどうやってわかりやすく世の中に出していくかを検討して欲しい。 
 
６．評価において指摘された事項への対応 
本プロジェクトの成果をわかりやすく世の中に出していくために、一般向けのパンフレッ

トを作成し、ホームページ上で公開していく。 
 


